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1. 緒言
本文中の見出しは，1．緒言（はじめに），2．材料および方法（調査法），3．結果，4．考察，5．結言（おわりに），謝辞，利益相反，引用文献とする。なお，実験結果と考察をまとめて「結果及び考察」として記してもよい。中見出し，小見出しは，1.1，1.2，…，2.1，2.2，…などとポイントシステムで書く。大見出し，中見出しの前は1行あける。
引用文献は，本文中に上付きで1)，2,3)，4−7)のように記入する。はじめから通し番号で示し，番号順に文章の末尾に一括して記載する。引用文献の記載方法は執筆要領に基づくこと。なお，誌名は原則としてその雑誌が略称名として挙げている名称を記載する。

2. 材料および方法
2.1　試薬
　「原著論文」と「短報」については，図と表およびそれらの表題や説明などは英文で書く。その他については，図と表およびそれらの表題や説明などは英文と和文どちらでも書いても良い。
（Table 1）
また，図と表については原稿の最後にまとめ，それらの挿入希望箇所を本文原稿の右欄に明確に示す。
（Fig. 1）

2.2　実験操作
　

2.3　精度管理
　

3. 結果
3.1　分析法の検討
　

3.2　性能評価
　

4. 考察
　

5. 結言
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Table 1 Chemical composition of the compounds.
	Compound
	Concentration (g m−3)

	Chemical 1
	12

	Chemical 2
	3.4

	Chemical 4
	56

	Chemical 5
	0.78

	Chemical 6
	9.0

	Chemical 7
	10
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Fig. 1 Schematic diagram of the indoor environment.
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